
　カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と

密
接
に
関
わ
る
イ
ン
ド
伝
統
の
厳
し
い
身

分
制
度
で
す
。
主
に
は
、
上
か
ら
バ
ラ
モ

ン
（
司
祭
）
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（
王
侯
・

武
士
）
、
バ
イ
シ
ャ
（
庶
民
）
、
シ
ュ
ー

ド
ラ
（
隷
属
民
）
の
４
つ
の
階
層
で
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
階
級
は
さ
ら
に
職
業
等
で
３
千
に
も
細

分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
厳

し
い
差
別
構
造
で
す
が
、
イ
ン
ド
に
は
こ

れ
以
外
の
最
下
層
に
何
億
人
も
の
不
可
触

民(

触
れ
て
は
い
け
な
い
人)

と
さ
れ
る
人
々

が
い
ま
す
。
ケ
ガ
レ
を
持
つ
と
さ
れ
、
他

の
階
層
の
人
と
は
言
葉
す
ら
交
わ
せ
な
い

過
酷
な
差
別
を
受
け
続
け
て
い
ま
す
。

　イ
ン
ド
独
立
後
初
代
の
法
務
大
臣
で
あ

る
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
、
こ
の
不
可
触
民

の
出
身
で
し
た
。
幼
少
期
か
ら
優
秀
だ
っ
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第
７
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
の
ご
案
内

第
６
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
世
界
の
人
権
」

日
南
町
人
権
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　伊
田

　哲
朗
さ
ん

　部
落
差
別
は
な
ぜ
残
っ
た
の
か
、
そ
の

中
で
、
「
解
放
令
は
な
か
っ
た
」
と
い
っ

た
お
話
や
、
「
部
落
差
別
の
起
こ
り
と
、

部
落
問
題
の
起
こ
り
は
違
う
」
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
部
落
史
の
見
直
し
に
も
触
れ
、

部
落
差
別
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
理
由

に
迫
っ
て
頂
き
ま
す
。

日

　時

　10
月
２
日(

水)

　18
時
30
分
〜
20
時

場

　所

　町
人
権
セ
ン
タ
ー

　知
覧
特
攻
平
和
会
館
（
鹿
児
島
県
）
の

語
り
部
の
方
に
特
攻
の
歴
史
的
背
景
と
特

攻
隊
員
の
遺
書
・
手
紙
等
に
つ
い
て
話
し

て
頂
き
ま
す
。

　

日

　時

　11
月
16
日(

土)

　
　
　
　
　
　受
付

　８
時
30
分
〜
９
時

会

　場

　町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　さ
つ
き
ホ
ー
ル

　ほ
か

　日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
問
題
、

行
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切

秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

日

　時

　10
月
11
日(

金)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日

　時

　10
月
20
日(

日)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　多
里
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　巡
回
行
政
相
談

お
問
い
合
わ
せ

　人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

  

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

「
部
落
の
歴
史
」

〜
部
落
差
別
は
な
ぜ
残
っ
た
の
か
〜

「
カ
ー
ス
ト
制
度
と

　
　
　
　
　
　ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
」

部
落
史
研
究
家

　新
井

　宏
則
さ
ん

第
８
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

視
察
研
修
の
ご
案
内

【
日
程
】
日
南
町
役
場
出
発(

７
時)

〜
高
松

港
フ
ェ
リ
ー
〜
大
島
着(

11
時
35
分)

〜
大
島

青
松
園
昼
食
〜
研
修
〜
大
島
フ
ェ
リ
ー(

15

時)

〜
日
南
町
役
場
着(

19
時)

〇
大
島
青
松
園
で
の
施
設
見
学
〇
社
会
交

流
会
館
見
学
〇
講
話
（
入
所
者
の
体
験
の

話
。
入
所
者
さ
ん
の
体
調
に
よ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
視
察
研
修
」

10
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内

令
和
元
年
度 

日
南
町
同
和
教
育

　
　
　
　
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
「
戦
争
と
人
権
を
考
え
る
」

た
彼
は
、
地
方
の
有
力
者
の
支
援
を
受
け

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
博
士

号
や
弁
護
士
資
格
を
取
得
し
、
帰
国
後
、

不
可
触
民
へ
の
差
別
の
撤
廃
や
生
活
の
向

上
の
た
め
の
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　そ
し
て
法
務
大
臣
と
な
り
、
カ
ー
ス
ト

制
度
の
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ
憲
法
を
定
め

ま
し
た
。
し
か
し
何
千
年
も
の
歴
史
を
持

ち
宗
教
や
生
活
習
慣
と
一
体
で
あ
る
カ
ー

ス
ト
は
、
憲
法
に
関
わ
ら
ず
存
続
し
ま
し

た
。
失
意
の
う
ち
に
法
相
を
辞
任
し
た
彼

は
、
不
可
触
民
解
放
の
た
め
に
活
動
を
続

け
る
中
で
、
カ
ー
ス
ト
の
温
床
で
あ
る
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
仏
教
に
改
宗
し
、
仏
教

の
復
興
運
動
を
興
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に

彼
に
従
い
改
宗
し
た
不
可
触
民
は
50
万
人

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　イ
ン
ド
の
偉
人
と
言
え
ば
独
立
の
父
ガ
ン

ジ
ー
が
と
て
も
有
名
で
す
が
、
熱
心
な
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
で
伝
統
的
価
値
観
を
重
視
し

カ
ー
ス
ト
を
否
定
せ
ず
、
不
可
触
民
を
理
解

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

目
立
っ
た
ガ
ン
ジ
ー
と
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

は
袂
を
分
か
っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。

〇
参
加
費
：
昼
食
は
個
人
負
担
に
な
り
ま

す
。
旅
行
保
険
（
１
０
０
円
）
は
当
日
集

金
し
ま
す
。

〇
参
加
申
し
込
み
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９

－

８
２

－

０
０
７
６
）

〇
定
員
15
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
10
月
25
日
（
金
）

日

　時

　11
月
５
日(

火)

　

場

　所

　香
川
県
高
松
市

　イ
ン
ド
で
現
在
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の

仏
教
の
思
想
を
引
き
継
ぎ
、
中
心
に
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
の
は
、
岡
山
県
新
見
市

出
身
の
佐
々
井
秀
嶺
氏
と
い
う
方
だ
そ
う

で
す
。
イ
ン
ド
に
帰
化
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
近
年
、
新
見
市
へ
の
里
帰
り
が
あ
り

高
齢
で
あ
り
な
が
ら
力
強
い
講
演
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。


